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【抄 録】 

本研究ではサーブから始まる複数の競技を対象として，サーブに必要なターゲットからの「ずれ」を小さ

くする能力と繰り返しサーブを行った時の「ばらつき」を小さくする能力を定量的に評価することを目的とし

た．また，各競技間での特徴を比較することで，サーブの正確さに影響する要因についても検討すること

とした．対象競技はバレーボール・バドミントン・硬式テニス・軟式テニス・卓球の 5 競技とし，相手コート内

に設定したターゲットを狙い，打球させた．本研究では，サーブ位置とターゲットまでの距離で除すことで

正規化した値を算出し，比較・検討をおこなった．その結果，「ずれ」については，すべての競技で 5～10%

生じ，各条件でバレーボールが最もずれが大きく，他の競技との間に有意な差が認められた．また，「ばら

つき」は 2～4%あり，バレーボールとバドミントン，卓球の間に有意な差が認められた．また，バドミントンで

はシャトルの進行方向に垂直する横方向の分布，硬式テニス・軟式テニス・卓球ではボールの進行方向

への分布が大きくなり，これにはラケット操作の難易度やルールの制約によるサーブ方法，および使用す

るコート等が要因となることが示唆された． 
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